
―主務提案・1― 
平成３０年度 県中国研 第１回 代議員会資料 

県中国研の方向 
                      岐阜県小中学校教育研究会 中学校国語科研究部会 主務 
                                 大垣市立星和中学校 塚本 陽治 

■  １—運営方針に関して 
平成２９年１０月２６日、２７日に開かれた第４６回全日本中学校国語教育研究協議会 岐阜大会は県内

の多くの先生方のご協力もあって、盛会の中、幕を降ろしました。岐阜県の中学校の国語の授業の在り方を

全国に示すことができました。それは、伊藤前会長先生が掲げられた、 

・「主体的・対話的で深い学び」の授業作り 

・オール岐阜で臨む 

 が実現できたからではないでしょうか。研究部が一丸となって取り組んだ授業づくりも、全県下の国語科の

先生方の総力を結集して、滞りなく運営できたことも、何よりの成果であると実感しています。ありがとう

ございました。 

しかし、全国大会でこれまでの中国研の歩みが終わるわけではありません。この大会の成果を生かし、平

成３３年度の飛騨大会に向けて、新たな研究を進めていかなくてはなりません。また、新学習指導要領全面

実施も控えており、国語界のみならず学校教育界全体がターニングポイントを迎えていると言えます。中国

研がこれまでに積み上げてきた数々の実践、実績の中には、新たな国語の授業作りにつながるものがあると

私は実感しています。だからこそ、年度末の代議員会でも提案されましたが、 

「全国大会の成果を広げ、深める飛騨大会へ」 
を合言葉に、研究の新たなスタートを切りたいと思います。 

昨年度の全国大会は授業や実践のみならず、オール岐阜で臨んだことで別の成果もありました。それは、

研究部のメンバーも若手の先生方を中心に再編することができたことです。そして、この機会に中国研とい

う組織が全県下の国語科の先生方にとって、「気軽でためになる」研究団体としての「在り方」も考えてい

きたいと思います。「学校に国語科の先生がいなくて･･･」「テストの相談がしたいけど･･･」といった悩み

を抱えている先生方は各郡市に必ずいらっしゃると思います。 

「そうだ！ 中国研に聞いてみよう」 「中国研に相談してみたら？」 
そんな声が聞こえてくる体制作りを進めていきたいと思います。「オール岐阜」のよさが最大限に発揮でき

るよう努めていきます。ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

■  ２—研究に関して 
（１）研究主題について 

昨年度までの研究主題は、 

 

 

 

 

でした。この研究主題のもと、研究部の先生方の実践や各郡市の教科研の実践をもとに、「生きてはたらく

言語能力一覧表」や「言語活動一覧表」を作成し、全国に向けて発信することができました。これは、大き

な財産となりました。 

 また、「言語活動の充実」や「言語能力の高まりを実感する」という言葉は、新学習指導要領における国

語科の目標においても次のように示されています。 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し

適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 つまり、私たちが目指すべきは、「生徒に言語能力を身に付けさせる」ことであり、生徒がその高まりを

実感している姿こそが、中国研が目指す生徒の姿であると考えます。また、「言語活動を通して」とあるよ

うに授業改善のために行う言語活動の創意工夫や充実は、私たちの研究の糸口になると考えます。 

 以上の点から、また、前述した「全国大会の成果を広げ、深める飛騨大会」に結ぶためにも、昨年度の研

究主題を継続し、研究を進めていきたいと考えます。 

また、学習指導要領の改訂にあたり、全国大会で発信した「生きてはたらく言語能力一覧表」や「言語活

動一覧表」の改善も必要です。飛騨大会では、新学習指導要領に合った形の言語能力や知識及び技能、思考

 
生きてはたらく言語能力の育成 

～言語能力の高まりを実感する言語活動の充実を通して～ 
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力・判断力・表現力等や言語活動などの関連を示す一覧表の作成を進めていきたいと思います。詳細は研究

総括からの提案をご参照ください。 

 

 

（２）夏季研修会について 

昨年度の全国大会では、県内の多くの先生方に運営のご協力をいただきました。そのため、「全国大会の

授業を見ることができなかった」という声もありました。そこで、今年度の夏季研修会は、全国大会の授業

者の先生方を一堂に会し、「全国大会授業の実際から学ぶ会」にしたいと思います。文部科学省や県外の先

生方から高い評価をいただいた授業から、国語の授業の真髄を学びあえたらと思います。 

また、新学習指導要領の変更点や注意点については、昨年度からの教育課程講習会を通して、周知徹底を

図っているところだと思います。そこで、今年度の夏季研修会は、そういった新学習指導要領を踏まえて動

き出した研究部からの実践発表を中心にした「実践から学ぶ会」にしたいと思います。詳細は後日、案内を

発送いたします。ぜひ、各郡市の教科研の際にご紹介していただきたいと思います。多数の参加をお待ちし

ております。 

 

 

 

 

 

 

（３）「明日（あした）の授業を考える会」について 
経験年数の少ない先生方や小学校から中学校へ校種を変更された先生方、小規模校で不安をおもちの先生

方、明日の授業をどうしようか迷っている先生方などに参加していただき、日頃の授業に対する悩みや、魅

力ある授業の構想の仕方など情報交換し合う研修会を行っています、夏季・冬季の年２回開催しております

のでぜひご参加ください。 

 ３人から５人ぐらいのグループをつくり、事前につかんでおいた話題をグループ全体で考えていく方式は

大変有効にはたらいていると思います。普段、「こんなことを聞いていいのかな･･･」「今さら聞きづらい

な･･･」と思うようなこともどんどん話せるので参加者からも好評をいただいています。 

普段から教材を研究して授業には臨んでいますが、国語科部員で検討し合うと必ず新しい発見があります。

話す側にとっても聞く側にとっても力が付くものだと思います。ぜひご参加ください。 

日時、場所等の詳細は実施の２か月前位にメールで送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

■  ２—運営に関して 
（１）研究部の運営体制の変更 

昨年度は、全国大会での研究授業や実践発表を「オール岐阜で」    

行うために、「書くこと領域」と「読むこと領域」をそれぞれ２つの研究部

に分けて活動してきました。昨年度末にも提案されましたが、今年度からは、

飛騨大会に向けて改めて「話すこと・聞くこと部会」「書くこと部会」「読

むこと部会」「言語文化部会」の４つの研究部会に戻すことになりました。 

 また、昨年度の全国大会を「オール岐阜」で行ったことで、県内の多くの

先生方に運営や研究に携わっていただきました。そして、その中から研究部

員に新たなメンバーとして加わっていただき、再編しました。若い先生方や

素晴らしい実践をお持ちの先生方の力を結集して研究を進めていくことにな

ります。よろしくお願いします。 

 それに伴い、昨年度までは地区ごとに実践する領域を固定して取り組んで

きましたが、今年度はその制限も定めません。各郡市のニーズに合った授業実践をお願いします。県中国研

としては、一つでも多くの実践をバックアップしていきたいと考えています。 

 

夏季研修会実施日 日時：８月２０日（月）（県統一研究日） 場所：岐阜市教育研究所 

＜内 容＞（午前）◆ 全国大会授業を振り返る【全国大会授業者より】 

◆ 各領域の研究部からの実践発表【各研究部より】 

（午後）◆ 各領域の研究部会【研究部員のみ】 
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研究部員の実践 

明日の授業を考える会 第１回 日時：８月上旬  場所：未定（岐阜市内中学校にて） 

           第２回 日時：１２月下旬 場所：未定（岐阜市内中学校にて） 

＜内 容＞◆申し込み時に記入していただいた話題（悩みや疑問）をもとに交流 

     ◆テストの作成や評価の仕方など、聞きたくても聞けないことの相談 
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（２）「ぎふwebこくご」での授業実践の情報交流 
 全国大会では、運営や大会の案内に関わって「ぎふwebこくご」のリニューアルをしてきました。このペ

ージを活用して、研究部の実践の板書や資料について情報提供、情報交換をしていきたいと考えています。 

 特に研究部が実践した指導計画をもとに各郡市の教科研を行ったり、各郡市の教科研に参加した研究部員

が、追試の形で行ったりと、各郡市の教科研と研究部員の実践の連携・交流を活発にしていくことが「全国

大会の成果を広げ、深める」ことにつながると思います。 

 また、「県内の他の中学校の先生方はどんな授業をしているだろう？」「今度の単元をどうやって指導し

ていこう･･･」といった声を反映できるようにしていきたいと考えています。今年度は、研究部の先生方に

板書の写真をアップしていただく方向です。 

 ぜひ、ホームページを一人でも多くの先生方に閲覧してもらいたいと思います。 

 
重 要 

代議員の先生方へお願い 
 

１ 本日の代議員会の内容について、第１回の郡市教研がまだのところについ

ては第１回にて、既に終わっているところについてはメール等で、教研部員

の先生方にお伝えいただくようお願いします。 

 

２ 「ぎふこくご」論文募集の要項を資料に添付しました。⑴と同じく第１回、

もしくは第２回の市町の教育研究会で配付していただくようにお願いしま

す。 

 

３ 本日の代議員会終了後の午後から、研究部総会及び研究部会が開かれます。

代議員の先生方におかれましては、研究部総会及び研究部会まで参加してい

ただいても構いません。（午後の参加に関わらず、お弁当とお茶をご用意さ

せていただきました） 

 

ＭＥＭＯ 
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○ ３０年度 年間活動計画 
  
 

  月 
 事務局  研究部  

 総務  広報  編集  会計  研推  各研究部会 

  ４ ○本部役員、研究部員委嘱状発送（主務） 

○代議員派遣依頼発送（総務） 
研究部員派遣依頼発送（研究総括） 

研究部部長など依頼（会長） 

 

  ○県内の国語科の把握→役割分担 研究部員依頼（部長）  

  ５ ○第１回役員会 5月1日（火）於）長良中学校 
◎第１回代議員会 ５月１５日（火） 

於）岐阜市東部コミュニティーセンター 
 ・主務—活動計画の提案 

・研究部—研究計画の提案 
・代議員—郡市での活動の見通しもつ 

・研究部員—研究内容、計画の共通理解を図る 

○研究部総会 
 研推①： 

研究主題 
研究計画 

☆ 第 １ 回 研 究 部

会：全体構想及び

各研究部構想の検

討 

  ６ ○各郡市教科研（代議員） 

○夏季研修会の案内発送（主務） 
○「明日の授業を考える会」の案内発送（総務） 

研推②：進捗状

況の確認 

☆研究部員による

実践の蓄積  

  ７ ○第34回NHK杯全国中学校放送コンテスト県予選会

（情報） 

  

  ８ ◎第１回「明日の授業を考える会」８月上旬 
     於）未定 

◎夏季研修会 8月２０日（月） 

於）岐阜市教育研究所 
○「国語の学習」 改訂編集会議（編集） 

研推③：夏季研
修会に向けての

打ち合わせ 

☆ 第 ２ 回 研 究 部

会：実践の振り返

りと２学期に向け

て 

  ９ ○「ぎふこくご」企画会（広報）   

 １０ ○各郡市教科研（代議員） 

○「明日の授業を考える会」の案内発送（総務） 

 研推④：進捗状

況の確認 

☆研究部員による

実践の蓄積 

 １１ ○「ぎふこくご」原稿依頼発送（広報） 

○研究部員原稿依頼（部長） 
○報告書作成（主務） 

  

 １２ ◎第２回「明日の授業を考える会」 １２月下旬   

  於）未定 
○「ぎふこくご賞」実践論文の提出状況確認（副総括） 

研推⑤：今年度

のまとめと来年
度の方向につい

て（実践記録受
付） 

☆研究部員による

実践のまとめ  

  １  ○「ぎふこくご」原稿校正（広報） 

 ○役員会派遣依頼状発送（主務） 

 ○会計処理と監査（会計） 

 ☆第３回研究部会 

：研究のまとめと来

年度の研究計画 

  ２ ○第２回役員会 １月下旬 於）長良中学校 

・ぎふこくご賞の決定 ・代議員会の確認 
○代議員会派遣状発送（総務） 

◎第２回代議員会 ２月２０日（水）岐阜市教育研究所 

・主務—活動計画の提案 
・研究部—研究計画の提案 

・広報—「ぎふこくご」配布 
・編集—「岐阜県版国語便覧」「漢字のとびら」「国

語の学習」宣伝 

・代議員—各郡市の教科研で実施した領域の研究部会
に参加 

 
○平成３１年度の役員の選出 

 

 
 

○研究協議会 

 ２月２０日 
 

 
  

 

 


